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概要概要

• 公共政策研究の進展

• 金融政策運営の変遷金融政策運営の変遷

• 「量的・質的金融緩和」の考え方

• 公共政策研究の将来



先進国の物価上昇率と成長率
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「量的・質的金融緩和」

図表２

量的 質的金融緩和」

強く明確なコミットメント強く明確なコミットメント

・ ２％の物価安定目標を、２年程度の期間を念頭に置いて

できるだけ早期に実現できるだけ早期に実現

量・質ともに次元の違う金融緩和量・質ともに次元の違う金融緩和

・ マネタリーベース：年間約60～70兆円の増加（２年間で２倍）マネタリ ベ ス：年間約60～70兆円の増加（２年間で２倍）

・ 長期国債の保有残高：年間約50兆円の増加（２年間で２倍以上）

・ 長期国債買入れの平均残存期間：７年程度へ（２倍以上）

ＥＴＦの保有残高 年間約１兆円の増加（２年間で２倍以上）・ ＥＴＦの保有残高：年間約１兆円の増加（２年間で２倍以上）



マネタリーベースと長期国債保有残高の推移

図表３

マネタリ ベ スと長期国債保有残高の推移
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金融市場

図表４

株価 長期金利
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実質ＧＤＰ成長率

図表５

（季調済前期比、寄与度、％） （季調済前期比 内訳は寄与度 ％）
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2013年

7～9月 10～12 1～3 4～6 7～9

 実 質 Ｇ Ｄ Ｐ  -0.9  0.1  1.1  0.9  0.5 

[前期比年率] [-3.7] [0.6] [4.3] [3.8] [1.9]

2012年
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[前期比年率] [ 3.7] [0.6] [4.3] [3.8] [1.9] 

  国 　内 　需　 要  -0.4  0.3  0.7  0.8  0.9 

 民 間 需 要  -0.5  0.0  0.6  0.4  0.5 

民間最終消費支出  -0.2  0.2  0.5  0.4 0.1 
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民間最終消費支出

 民間企業設備  -0.4  -0.2  0.0  0.1  0.0 

 民 間 住 宅  0.0  0.1  0.1  0.0  0.1 

 民間在庫品増加  0.0  -0.2  -0.0  -0.1  0.4 
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民間需要

公的需要

純輸出

 公 的 需 要  0.2  0.3  0.1  0.4  0.4 

公的固定資本形成  0.1  0.2  0.1  0.2  0.4 

  純  輸  出  -0.5  -0.1  0.4  0.1  -0.5 
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純輸出

実質ＧＤＰ

 輸  出  -0.6  -0.4  0.6  0.4  -0.1 

 輸  入  0.0  0.3  -0.2  -0.3  -0.4 

 名 目 Ｇ Ｄ Ｐ  -1.2  0.2  0.7  1.1  0.4 

（資料）内閣府
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消費者物価
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実質ＧＤＰの見通し
政策委員見通しの中央値

図表７

ー政策委員見通しの中央値ー

―　政策委員見通しの中央値、対前年度比、％
なお、＜＞内は7月政策委員見通しの中央値。

消費者物価指数
消費税率引き上げの影響を

除くケース
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（資料）日本銀行


